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文献１：池田村史　池田村公民館　昭和３５年
文献２：和歌山県の近代化遺産－和歌山県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書－
（平成19年3月　和歌山県教育委員会）

（紀の川市ＨＰ）
http://www.city.kinokawa.lg.jp/
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旧池田トンネル

写真等

池田財産区

道路 隧道

薦坂峠を越える旧大坂街道の不便さを解消するため、県議会
議長山田万三郎、初代池田村長となった池田豊三郎ら郷土
の先覚者の努力と北中の高橋市右衛門の設計監督のほか富
松荘助等の尽力により明治１７年起工、明治１９年竣工した県
内で最も古い洋式トンネル。
レンガを長手積とする断面馬蹄形の小規模な道路トンネルで
同路面は石が敷かれている。ポータル（入口正面）石材を用
いずレンガだけで構築する。その細部、アーチはレンガ三枚巻
とし、上部にはレンガを斜めに並べて凹凸をつけた装飾をも
ち、壁面は南側がイギリス積、北側はフランス積とする。なお、
南側正面上部に「池田隧道」の扁額が懸かる。使用されたレ
ンガ約４万個は、旧打田町窪の宇田製造所で作られ、セメント
４６５樽はトルコから輸入されたものである。杭木材料も２００
石（約５５．６㎥）が使用されている。（文献１より引用）
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